
上
諏
訪
宿
の
困
窮
過
程
と
地
域
構
造

l
l
伝
馬
役
助
成
と
し
て
の
問
屋
口
銭
|
|

土

田

良

は
じ
め
に

近
世
宿
駅
は
、
伝
馬
役
負
担
の
代
償
と
し
て
、
商
業
上
の
特
権
を
賦
与
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
宿
駅
の
困
窮
は
、
伝
馬
役
負
担

上諏訪宿の困窮過程と地域構造

の
矛
盾
を
か
か
え
た
伝
馬
役
負
担
者
の
経
済
基
盤
が
、
商
業
上
の
特
権
喪
失
に
よ
っ
て
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
で
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
上
諏
訪
宿
は
、
甲
州
道
中
最
後
の
宿
駅
で
あ
り
、
諏
訪
藩
三
万
石
の
城
下
町
で
も
あ
っ
た
。
諏
訪
藩
に
お
け
る
在

方
の
経
済
発
展
に
つ
い
て
は
、
特
に
製
糸
業
の
発
展
を
め
ぐ
る
研
究
ハ
1
〉
が
多
く
あ
る
が
、

城
下
町
商
業
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
あ

き
ら
か
に
さ
れ
な
い
部
分
が
多
い
。

本
稿
で
は
特
に
、
伝
馬
役
助
成
と
し
て
の
視
点
か
ら
城
下
町
商
業
の
動
向
を
考
察
す
る
も
の
で
、
第
一
に
街
道
筋
に
あ
た
る
町
続
地
の

発
展
に
伴
う
伝
馬
役
地
の
衰
退
。
第
二
に
十
八
世
紀
後
半
の
領
主
的
商
品
流
通
の
再
編
成
に
伴
う
伝
馬
役
助
成
と
し
て
の
問
屋
口
銭
の
動
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向
を
、
宿
内
地
域
構
造
と
の
関
連
で
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

引
用
史
料
は
、
特
に
註
記
し
な
い
か
ぎ
り
、
諏
訪
市
小
平
英
嗣
、
函
館
市
小
平
武
彦
両
氏
所
蔵
の
上
諏
訪
宿
問
屋
文
書
、
宿
絵
図
に
よ
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っ
た
。

て
伝
馬
役
地
と
特
権
商
業

上
諏
訪
宿
は
、
領
主
日
根
野
氏
に
始
ま
る
城
下
町
建
設
に
伴
っ
て
伝
馬
役
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
伝
馬
役
負
担
は
当
初

新
町
と
呼
ば
れ
た
曲
ノ
手
内
の
中
町
・
上
町
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
町
屋
の
拡
大
と
共
に
隣
接
す
る
下
桑
原
村
地
内
へ
の
び
て
い
っ
た
。

寛
文
六
年
に
は
桑
原
町
が
新
た
な
伝
馬
役
地
と
な
り
、
表
中
町
・
表
上
町
が
六
間
前
後
の
間
口
で
一
軒
役
を
勤
め
た
の
に
対
し
て
、
倍
の

十
二

l
三
聞
の
間
口
で
一
軒
役
勤
め
を
し
て
お
り
、
地
域
的
に
負
担
の
軽
重
が
つ
け
ら
れ
た
(
2〉
O

新
た
な
伝
馬
役
地
の
拡
大
は
、

商
業

上
の
特
権
獲
得
を
意
味
し
た
が
、
負
担
の
差
は
特
権
の
差
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
元
藤
年
聞
に
は
塩
・
肴
荷
の
売
買
を
め
ぐ
っ
て
中
町

と
桑
原
町
の
聞
で
争
論
が
お
こ
っ
て
い
る
。
元
職
七
年
十
二
月
三
日
の

「
中
町
与
桑
原
町
塩
荷
・
肴
荷
売
買
ニ
付
争
論
裁
許
之
事
〈
3
U
」に

よ
れ
ば一

、
於
上
町
・
中
町
・
裏
町
、
塩
・
同
肴
売
買
之
儀
、
元
〆
有
之
買
侯
而
、
小
売
之
者
江
駄
売
仕
に
お
ゐ
て
ハ
、
一
元
〆
2
中
町
塩
問
屋
恒
壱
駄
ニ
付
口
銭

弐
拾
四
文
宛
如
先
規
可
出
之
事
。

一
、
於
桑
原
町
塩
同
肴
荷
売
買
之
儀
、
小
売
之
者
江
駄
渡
仕
に
お
ゐ
て
は
、
元
〆
ぷ
俵
銭
之
積
を
以
、
壱
駄
エ
付
而
拾
文
宛
、
肴
荷
ハ
丹
尺
壱
分
売

-E

拾
六
文
宛
、
中
町
塩
問
屋
江
可
出
之
、
塚
荷
駄
渡
ニ
無
之
肴
荷
、
丹
尺
壱
分
売
ニ
不
足
之
分
者
尤
不
可
出
之
事
。

|
|
(
中
略
V
I
I
I

一
、
桑
原
町
之
儀
者
御
伝
馬
勤
侯
者
茂
有
之
候
得
共
、
新
伝
馬
之
儀
ニ
一
候
故
、
古
来
ぷ
之
御
伝
馬
宿
と
ハ
其
口
聞
各
別
之
事
。

-
|
(
後
略

)li

と
あ
り
、
桑
原
町
は
新
伝
馬
地
と
さ
れ
、
古
く
か
ら
の
伝
馬
地
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
塩
肴
問
屋
は
当
時
表
中
町
に
六



軒
あ
り
、
御
蔵
引
の
特
権
を
も
っ
所
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
表
上
町
が
衰
え
て
い
る
と
の
理
由
で
、
同
等
の
権
利
を
要
求
し
、
元
椋

十
七
年
表
上
町
は
塩
肴
問
屋
三
軒
を
認
め
ら
れ
、

表
中
町
・
表
上
町
で
三
軒
ず
つ
の
塩
肴
問
屋
の
特
権
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
す
)
。

表
中
町
・
表
上
町
は
、
伝
馬
地
で
多
く
の
問
屋
が
集
中
す
る
商
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
新
伝
馬
地
で
あ
る
桑
原
町
、
さ
ら

に
は
町
続
地
で
あ
る
角
間
・
清
水
町
の
発
展
に
伴
い
、
衰
え
て
い
く
傾
向
が
出
は
じ
め
た
。
元
職
年
間
の
旧
伝
馬
地
対
新
伝
馬
地
と
の
対

抗
関
係
か
ら
伝
馬
地
対
町
続
地
の
関
係
へ
移
行
し
て
い
く
。
享
保
六
年
中
町
・
上
町
・
桑
原
町
の
伝
馬
地
の
者
が
、
街
道
筋
の
百
姓
地
角

間
・
清
水
町
の
み
せ
居
の
禁
止
を
願
い
出
て
い
る
(
5
Y

一
、
右
三
町
之
者
共
書
付
を
以
願
出
候
、
段
々
不
繁
昌
ニ
罷
成
商
物
無
御
座
、
追
日
町
内
衰
渡
世
行
詰
、
御
伝
馬
役
難
勤
幹
ニ
罷
成
由
申
出
候
、
右
之

品
覚
間
町
・
志
水
町
百
姓
地
見
セ
庖
多
出
来
候
故
、
一
ニ
ヶ
町
商
無
之
表
候
問
、
右
百
姓
地
之
見
セ
広
、
先
規
之
通
御
停
止
被
下
候
ハ
¥
一
ニ
ケ
町
賑

御
伝
馬
を
茂
相
勤
申
度
由
口
上
ニ
而
申
上
候
、
依
之
遂
吟
味
候
所
ニ
、
コ
亨
町
衰
候
も
無
紛
相
関
、
町
人
之
儀
者
商
之
助
力
を
以
渡
世
い
た
し
伝
馬
を

茂
相
勤
侯
事
、
党
問
志
水
町
之
儀
者
新
応
之
事
-
一
一
候
へ
者
、
党
間
町
伝
馬
勤
侯
者
之
外
ハ
、
見
せ
宿
相
止
可
申
候
。

上諏訪宿の困窮過程と地域構造

角
間
・
清
水
町
に
お
け
る
新
し
い
庖
は
、
宝
永
三
年
に
下
桑
原
村
に
麻
綿
上
納
が
課
せ
ら
れ
た
官
〉
と
き
の
代
償
と
し
て
塩
問
屋
一
軒
が

許
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
急
増
し
た
も
の
で
あ
る
。
伝
馬
地
か
ら
の
願
い
は
う
け
い
れ
ら
れ
、
塩
問
屋
の
と
り
あ
げ
、
み
せ
屈
の
禁
止
は

「
何
れ
之
村
二
市
も
百
姓
商
売
之
儀
勝
手
次
第
二
俣
」
と
在
方
で
の
商
売
は
認
め
て
お
り
、

「
覚
間
・
清
水
町
只
今

お
こ
な
わ
れ
た
が
、

之
通
商
売
仕
候
者
儀
、
桑
原
町
・
上
町
・
中
町
江
参
売
買
仕
度
も
の
つ
勝
手
次
第
ニ
可
仕
侯
」
と
商
売
そ
の
も
の
の
禁
止
ま
で
は
し
て

い
な
い
。
ま
た
角
間
町
に
住
む
伝
馬
役
負
担
者
六
軒
は
、
商
売
物
の
内
穀
物
類
、
布
類
、
塩
並
肴
の
小
売
を
禁
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
の

庖
商
売
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
角
間
・
清
水
町
に
お
け
る
み
せ
屈
の
禁
止
と
商
売
の
限
定
を
願
い
出
た
上
町
・
中
町
に
対
し
て
も
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一
、
上
町
・
中
町
不
繁
昌
之
儀
ハ
、
諸
色
高
値
ュ
有
之
侯
ニ
付
、
志
水
町
・
角
間
町
自
繁
昌
仕
侯
旨
粗
相
聞
候
問
、
今
度
右
之
通
申
付
候
上
ハ
、
諸
商

売
物
高
直
-
一
無
之
、
近
郡
相
場
毎
度
承
合
可
致
商
売
候
、
若
し
め
売
・
高
直
-
一
も
売
候
沙
汰
有
之
侯
ハ
¥
吟
味
之
上
急
度
可
申
付
候
、
其
上
只
今



之
通
覚
間
志
水
町
共
ェ
広
見
セ
庖
出
さ
せ
可
申
候
。
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と
条
件
を
つ
け
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
、
享
保
期
に
は
、
城
下
町
特
権
商
人
に
と
っ
て
町
続
地
と
の
対
抗
関
係
が
重
視
さ
れ
、
経
済
基
盤

を
お
び
や
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
落
に
と
っ
て
は
、
城
下
町
の
発
展
を
促
す
意
味
で
、
伝
馬
地
の
商
人
保
護
と
同
時
に
町
続
地

で
の
庄
商
売
を
認
め
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
享
保
十
五
年
五
月
再
び
中
町
・
上
町
・
桑
原
町
は
町
続
地
で
の
商
売
制
限

を
願
い
出
て
い
る
(
7
v
。

一
、
表
町
一
茨
侯
ニ
付
、
十
年
己
前
丑
之
年
、
角
間
・
清
水
之
諸
商
売
御
留
〆
被
下
置
、
御
伝
馬
為
御
救
被
仰
付
被
下
置
難
有
仕
合
奉
存
侯
、
依
之
角
関

御
伝
馬
役
之
者
へ
も
、
穀
・
太
物
・
塩
・
あ
い
物
四
品
を
除
被
御
付
侯
、
然
所
ニ
此
度
角
間
清
水
2
諸
商
売
之
儀

-E願
書
差
上
侯
由
奉
驚
候
、
此

上
共
ニ
御
停
止
之
越
、
弥
以
乱
無
之
様
ニ
被
仰
付
被
下
置
侯
ハ
』
難
有
仕
合
奉
存
候
、
惣
御
伝
馬
役
江
御
救
之
品
並
年
中
入
用
御
伝
馬
役
相
勤
申
侯

口
問
、
身
、
被
仰
上
可
被
下
候
、
右
商
売
之
儀
者
、
表
町
御
伝
馬
地
為
賑
被
下
置
侯
品
ュ
御
座
侯
問
、
右
之
趣
宜
被
仰
上
奉
願
候
。
以
上

す
で
に
街
道
筋
の
町
続
地
の
発
展
を
お
さ
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
伝
馬
役
地
の
特
権
商
業
と
し
て
の
塩
・
雑
穀
問
屋
の

十
八
世
紀
ま
で
の
動
向
を
み
る
と
表
一
・
こ
の
よ
う
に
な
る
。
塩
問
屋
は
、
表
中
町
・
表
上
町
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
宝
永
三
年
下
桑
原

村
に
許
さ
れ
、
以
後
伝
馬
役
助
成
の
た
め
表
中
町
へ
の
移
動
が
何
回
か
続
い
た
よ
う
で
あ
る
(
8
u
o
表
中
町
・
表
上
町
に
と
っ
て
塩
問
屋
は

重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
雑
穀
問
屋
は
宝
永
三
年
下
桑
原
村
に
一
軒
許
さ
れ
た
が
、
宝
永
五
年
に
は
じ
め
て
中
町
へ
許
さ
れ
た
。
そ
し
て

享
保
六
年
に
は
、
下
桑
原
村
分
が
表
上
町
へ
移
っ
て
い
る
。
明
和
元
年
に
は
、
運
上
金
に
よ
り
桑
原
町
白
木
屋
新
七
へ
二
軒
許
さ
れ
都
合

四
軒
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
明
和
八
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
雑
穀
問
屋
は
と
り
あ
げ
ら
れ
、
桑
原
町
布
屋
助
九
郎
、
若
松
屋
宗
兵
衛
、
角
間

町
布
屋
作
内
、
藤
野
屋
忠
兵
衛
の
四
人
へ
諏
訪
大
助
よ
り
名
差
し
で
許
さ
れ
た
が
、
同
年
四
月
十
六
日
表
中
町
表
上
町
の
願
い
に
よ
り
一

軒
ず
つ
許
さ
れ
都
合
六
軒
と
増
加
し
て
い
る
。
雑
穀
問
屋
は
、
古
く
は
中
町
に
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
天
明
四
年
に
は
桑
原
・

角
間
町
分
は
と
り
あ
げ
ら
れ
、
表
中
町
四
軒
、
表
上
町
二
軒
で
勤
め
た
が
、
寛
政
三
年
に
は
表
中
町
・
表
上
町
同
数
の
三
軒
ず
つ
で
勤
め



る
こ
と
に
な
り
、
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
他
の
品
に
つ
い
て
も
、
寛
延
元
年
肴
は
中
町
、
綿
太
物
は
中
町
・
上
町
に
、
宝
暦
六

年
に
は
在
宿
な
ら
び
に
干
肴
が
中
町
・
上
町
に
限
ら
れ
る

E
〉
な
ど
伝
馬
地
の
営
業
特
権
が
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

十
八
世
紀

後
半
か
ら
は
、
在
方
商
業
の
発
展
に
伴
う
城
下
町
商
業
の
保
護
の
た
め
、
在
方
商
業
の
禁
止
の
触
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
寛
政

十
年
に
は
、

「
古
着
衣
類
居
売
並
背
負
商
共
ニ
此
度
札
之
上
御
城
下
並
下
諏
訪
金
沢
蔦
木
三
宿
之
外
一
切
停
止
申
付
候
品
〉
」
文
化
四
年

に
は
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
綿
打
も

「
御
城
下
並
三
宿
之
外
在
々
ニ
而
綿
打
渡
世
之
儀
令
停
止
候
丘
〉
」
な
ど
在
方
商
業
、

農
間
余
業
の
禁

止
と
町
方
の
保
護
を
打
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
領
主
的
商
品
流
通
の
再
編
成
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ニ
、
伝
馬
役
助
成
と
し
て
の
問
屋
口
銭
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諏
訪
藩
で
は
十
八
世
紀
半
ば
以
後
、
落
財
政
が
特
に
窮
之
の
傾
向
を
示
し
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
模
大
な
借
金
を
背
負
う
こ
と
と
、
在

見
世
の
統
制
を
は
か
り
、
農
民
の
消
費
を
規
制
し
て
生
活
水
準
の
向
上
を
抑
制
し
、
城
下
町
商
人
を
保
護
し
て
冥
加
を
出
さ
せ
、
国
産
奨

励
と
運
上
の
徴
収
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
ハ
ロ
〉
。

一
方
伝
馬
役
地
に
お
い
て
も
階
層
分
化
が
進
行
し
ハ
目
、
宿
入
用
負
担
の
増
加
古
〉
と

共
に
生
活
困
窮
に
お
ち
い
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
在
方
商
業
の
発
展
に
伴
う
経
済
基
盤
の
建
て
直
し
と
、
伝
馬
役
助
成
と
し
て
の
商
業

上
の
特
権
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
伝
馬
役
助
成
と
し
て
の
問
屋
の
動
向
を
、
文
化
文
政
期
を
中
心
に
表
町
と
裏
町
と
の
対
比

を
中
心
に
検
討
す
る
。

文
政
八
年
に
お
け
る
表
中
町
の
状
況
は
、

「
不
繁
昌
之
地
珠
三
高
御
伝
馬
之
場
所
通
往
古
ぷ
為
御
救
、
塩
問
屋
雑
穀
問
屋
被
仰
付
被
下
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置
罷
在
候
得
共
、
最
寄
悪
敷
町
末
故
市
人
も
少
く
相
衰
侯
」
と
あ
り
、
運
上
金
を
も
っ
て
塩
雑
穀
問
屋
お
よ
び
旅
人
宿
営
業
な
ど
が
許
さ

れ
、
そ
の
助
力
で
御
伝
馬
勤
め
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
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表
中
町
は
、
町
屋
が
街
道
沿
い
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
町
は
ず
れ
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
商
業
の
中
心
地
と
し
て
の
地
位
を
失
い

つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
表
中
町
の
伝
馬
役
助
成
と
し
て
、
塩
問
屋
四
軒
雑
穀
問
屋
三
軒
が
当
時
許
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
問
屋
か
ら

は
文
政
九
年
次
の
よ
う
な
出
銭
が
あ
っ
た
。

一
、
弐
拾
五
貫
五
百
文

肉日

一
、
拾
貫
文

一
、
拾
五
貫
五
百
文

一
、
八
貫
五
百
文

内一
、
壱
賓
五
百
文

一
、
六
貫
文

一
、
壱
貫

一
、
拾
五
貫
五
百
文

右
出
銭
不
残
町
内
助
成

拾
内五

一一貫
、五

九六百
貫貫文
五文
百
文

拾
内五
貫
五
百
文

御
証
文
頂
戴
仕
罷
在
候

塩
問
屋
三
軒
ぷ
出
銭

惣
御
伝
馬
飼
料
宿
方
江
出
銭
之
分

町
内
助
成

天
明
四
甲
辰
年
被
仰
付
侯
塩
問
屋
壱
軒
β
出
銭

御
勘
定
所
江
御
上
納

下
桑
原
村
へ
出
銭

町
内
助
成

古
来
ぷ
被
下
置
侯

雑
穀
問
屋
壱
軒

天
明
四
甲
辰
年
被
仰
付
侯

同
壱
軒

御
勘
定
所
江
御
上
納

町
内
助
成

天
明
四
甲
辰
年
被
仰
付
侯

同
壱
軒



一
、
五
貫
四
百
文

一
、
六
百
文

一
、
九
貫
五
百
文

塩
雑
穀
問
屋
町
内
助
成

メ
五
拾
壱
貫
文

御
勘
定
所
江
御
上
納

下
桑
原
村
へ
出
銭

町
内
助
成

古
く
か
ら
の
問
屋
は
、
宿
あ
る
い
は
町
内
助
成
と
し
て
出
銭
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
塩
問
屋
三
軒
か
ら
の
出
銭
二
五
貫
五

O
O文
の
内
一

O
貫
文
は
宿
駅
助
成
と
な
っ
て
お
り
、
宿
入
用
に
加
え
ら
れ
て
い
る
白
)
O

天
明
四
年
か
ら
加
わ
っ
た
塩
問
屋
一
軒
、

雑
穀
問
屋
二
軒
は

御
勘
定
所
へ
上
納
金
一
二
貫
九

O
O文
を
差
し
出
し
、
領
主
側
の
財
政
援
助
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
下
桑
原
村
か
ら

渡
さ
れ
た
も
の
は
借
り
賃
と
し
て
年
六
貫
文
と
六

O
O丈
を
支
払
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
塩
・
雑
穀
問
屋
か
ら
の
出
銭
の
内
、

宿
駅
助
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成
、
上
納
金
、
下
桑
原
村
へ
の
出
銭
を
引
い
た
残
り
の
町
内
助
成
金
に
つ
い
て
は

:
:
:
右
出
銭
相
残
候
分
問
屋
相
勤
侯
者
役
料
-
一
仕
候
処
、
此
度
町
内
一
統
相
続
仕
此
上
之
儀
御
上
納
並
御
伝
馬
下
桑
原
村
江
出
銭
之
儀
者
是
迄
之
通
仕
、

相
残
之
分
不
残
町
内
助
成
仕
度
奉
存
候
、
尤
問
屋
之
儀
者
是
迄
之
通
町
内
入
札
-
話
相
撰
、
七
人
相
立
役
料
之
儀
ハ
年
々
入
荷
物
多
少
ュ
よ
り
口
銭
増
減

も
御
座
候
問
、
其
年
々
取
調
侯
上
-
一
一
巾
相
当
之
役
料
差
出
念
入
相
勤
侯
:
:
:

と
あ
り
、
文
政
八
年
ま
で
は
問
屋
出
銭
の
残
り
分
は
、
問
屋
役
料
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
伝
馬
役
助
成
と
は
い
え
、
問
屋
を

勤
め
る
上
層
商
人
の
利
益
に
し
か
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
文
政
九
年
再
び
問
屋
相
続
が
許
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
残
金
は
町
内
助
成

と
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
問
屋
役
料
は
年
々
取
調
の
上
、
別
に
差
し
出
す
こ
と
に
な
り
、
伝
馬
役
助
成
と
し
て
の
役
割
を

発
揮
す
る
に
至
っ
た
。
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表
上
町
で
は
、
同
様
に
塩
・
雑
穀
問
屋
そ
れ
に
商
人
宿
な
ど
を
許
さ
れ
て
お
り
、
文
政
九
年
に
お
け
る
問
屋
出
銭
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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一
、
弐
拾
四
貫
文

内
拾
貫
文

拾
四
貫
文

一
、
拾
五
貫
文

御
証
文
頂
戴
仕
慢
在
侯

塩
問
屋
三
軒
，
h
b

出
銭

惣
伝
馬
飼
料
宿
方
江
出
銭
之
分

町
内
助
成

古
来
ぷ
被
下
置
侯

雑
穀
問
屋
壱
軒
ぷ
出
銭

右
問
屋
出
銭
不
残
町
内
助
成

文
政
三
庚
辰
年
被
下
置
侯

問
問
屋
弐
軒
A
D
出
銭

一
、
三
拾
貫
文

内
拾
壱
貫
四
百
文
御
勘
定
所
江
上
納

六

百

文

下

桑

原

村

江

出

銭

拾

八

貫

文

町

内

助

成

塩
穀
雨
問
屋
町
内
助
成

〆
四
拾
七
貫
文

表
中
町
と
同
じ
内
訳
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
文
政
九
年
の
問
屋
出
銭
は
六
九
貫
文
で
そ
の
内
四
七
貫
文
が
町
内
助
成
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
問
屋
口
銭
の
推
移
を
知
る
た
め
に
天
保
十
一
年
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
塩
・
雑
穀
問
屋
の
ロ
銭
は
、
塩
一
駄
に
つ
き
二
五
文
大

豆
一
駄
に
つ
き
二
回
文
、
粕
一
駄
に
つ
き
十
二
文
と
り
、
塩
口
銭
六
九
貫
八
六

O
文
、
雑
穀
口
銭
九

O
貫
五
回
二
文
あ
わ
せ
て
金
二
三
両

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

二
分
六

O
七
文
で
あ
り
、
二
倍
以
上
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
天
保
十
一
年
の
表
上
町
に
お
け
る
伝
馬
役
負
担
者
の
軒
割
負
担
の
内
訳
は

庚
子
年
御
伝
馬
軒
役
掛
り
入
用
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一
、
拾
貫
文

一
、
七
拾
八
寅
三
十
六
文

一
、
七
貫
六
百
四
拾
七
文

一
、
弐
両
也

一
、
壱
両
也

一
、
弐
両
弐
朱

一
、
弐
拾
弐
貫
百
廿
四
文

一
、
弐
両
弐
百
八
拾
弐
文

一
、
弐
両
弐
朱
壱
貫
五
拾
弐
文

一
、
百
八
拾
八
匁
九
分
七
厘

一
、
弐
百
廿
九
文

一
、
六
貫
五
百
文

一
、
四
百
六
拾
八
文

一
、
弐
朱
ト
九
百
五
拾
文

一
、
弐
貫
四
百
文

一
、
弐
分

一
、
壱
分
壱
朱
百
三
拾
八
文

一
、
拾
五
貫
六
百
十
弐
文

一
、
三
分
弐
朱
百
六
拾
四
文

一
、
六
拾
弐
匁
三
分
弐
厘

一
、
三
分
三
朱
四
百
六
拾
五
文

一
、
六
百
文

一
、
九
拾
六
匁
八
分
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会
所
江
出
銭

御
伝
馬
人
足
年
内
雇
料

馬
飼
料

組
頭
両
人
役
料

纏
頭
両
人
役
料

番
日
之
節
塩
荷
数
改
雇
料

年
内
火
之
番
雇
料
並
泊
代
共
ニ

惣
町
寄
合
入
用
割

願
宿
年
内
渡
シ
切
入
用

上
級
・
子
五
斗
入
拾
俵
貫
入
並
入
用
共
ニ

火
防
方
挑
灯
持
惣
町
割
合

年
内
寄
合
諸
入
用

御
蝕
帳
入
用

組
頭
両
人
筆
墨
料

出
火
之
節
纏
持
足
留
料

年
内
集
銭
雇
料

馬
差
家
舗
家
賃
諸
掛
リ
入
用
共
ニ
惣
町
割

馬
差
並
積
多
江
遣
シ
侯
米
安
代
惣
町
割

升
御
改
ニ
付
入
用
惣
町
割

御
高
札
並
湯
番
小
家
入
用
惣
町
わ
り

問
屋
か
わ
り
合
入
用

牢
死
入
用
惣
町
割

了
内
屋
舗
修
復
入
用
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一
、
五
百
八
拾
六
文

一
、
拾
壱
貫
四
百
文

一
、
六
百
文

一
、
三
両
也

一
、
七
百
五
拾
弐
文

一
、
弐
両
ト
四
百
文

一
、
四
匁
八
分
銭
七
貫
七
百
四
十
五
文

一
、
七
百
文

一
、
三
百
五
拾
文

一
、
弐
朱

一
、
弐
両
ト
四
百
文

一
、
=
一
両
ト
百
九
拾
九
文

〆
拾
六
両
弐
朱

三
百
五
拾
弐
匁
八
分
九
厘

百
六
拾
八
貫
六
百
四
十
七
文

比
金
四
拾
六
両
三
分
三
百
八
十
九
文

全
部
で
四
六
両
三
分
三
八
九
文
で
あ
っ
た
。 湯

番
料
惣
町
割

御
勘
定
所
江
穀
問
屋
迄
上
納

下
桑
原
村
江
出
銭

穀
問
屋
三
人
勤
料

御
宗
門
御
改
-
一
付
入
用
人
別
割

両
社
御
湯
立
入
用

御
日
待
三
度
分
入
用

小
和
田
村
湯
前
様
江
常
灯
油
代

焼
場
掃
除
渡
v
入
用

秋
葉
山
御
礼
入
用

両
社
御
湯
立
料

穀
改
諸
入
用

塩
・
雑
穀
問
屋
の
会
所
へ
の
出
銭
、
上
納
金
、

下
桑
原
村
へ
の
出
銭
も
含
ま
れ
、

町
入
用
の

軒
役
掛
り
分
を
示
し
て
い
る
。
問
屋
口
銭
二
三
両
二
分
六

O
七
文
を
差
し
引
き
、
残
り
二
三
両
三
銭
コ
一
一
一
文
を
負
担
す
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
り
約
五

O
Mの
助
成
で
あ
っ
た
。
塩
・
雑
穀
問
屋
口
銭
は
、
伝
馬
役
助
成
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
助
成
は
あ
く
ま
で
町
内
助
成
で
あ
り
、
宿
入
用
へ
の
助
成
は
わ
ず
か
十
貫
文
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

同
じ
表
町
に
属
す
る
桑
原
町
は
、
天
保
十
年
に
至
っ
て
塩
・
雑
穀
問
屋
を
中
町
・
上
町
と
の
番
日
割
で
年
内
九

O
日
を
勤
め
る
こ
と
に



な
っ
た
。
表
中
町
・
表
上
町
は
早
く
か
ら
伝
馬
役
助
成
を
う
け
、
塩
・
雑
穀
問
屋
と
い
う
助
成
の
大
き
な
も
の
が
許
さ
れ
て
い
た
が
、
裏

町
の
状
況
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

裏
中
町
で
は
、
享
和
三
年
に
惣
代
と
組
頭
か
ら
町
の
伝
馬
役
助
成
と
し
て
登
セ
糸
改
問
屋
の
指
定
を
願
い
出
た
ハ
ヲ
。

近
年
登
セ
糸
之
儀
町
在
共
-
一
商
売
-
一
仕
候
者
多
、
当
時
ニ
テ
ハ
相
応
之
金
高
も
取
捌
申
侯
哉
ニ
御
座
候
、
御
運
上
も
無
御
座
侯
問
、
何
卒
此
度
町
々
為

御
救
、
右
問
屋
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
』
口
銭
取
集
御
上
納
可
仕
候
、
口
銭
之
儀
は
金
壱
両
ニ
而
銀
壱
匁
位
-
一
同
も
可
然
哉
ニ
乍
恐
奉
存
候
、
御
情
を
以
為

取
集
料
右
口
銭
半
減
被
下
置
候
ハ
〉
右
之
分
御
伝
馬
役
助
成
ニ
仕
度
奉
願
上
候
。

登
セ
糸
生
産
の
高
ま
り
に
注
目
し
、
口
銭
の
半
額
を
伝
馬
役
助
成
に
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
文
化
元
年
に
願
い
は
聞
き
届
け

ら
れ
、
裏
中
町
田
野
屋
伝
蔵
、
伊
勢
屋
平
七
に
申
付
け
ら
れ
た
(
立
。
藩
と
し
て
も
生
糸
流
通
の
統
制
と
運
上
収
入
を
期
待
で
き
た
か
ら
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認
可
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
生
糸
流
通
は
い
っ
そ
う
発
展
し
、
同
時
に
城
下
町
商
人
の
統
制
か
ら
は
ず
れ
た
取
引
が
盛

況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
新
し
い
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
。
文
政
五
年
に
問
屋
改
制
を
廃
止
し
、
農
村
部
の
有
力
糸
商
人
中
か

ら
糸
引
惣
代
が
六
名
指
名
さ
れ
、
口
銭
の
取
集
め
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
藩
は
文
政
七
年
桑
苗
を
無
償
で
交
付
す
る

こ
と
を
公
示
し
、

一方、

裏
中
町
に
は
御
伝
馬
助
成
金
と
し
て
口
銭
上

領
内
の
養
蚕
・
製
糸
の
普
及
に
画
期
的
な
影
響
を
与
え
た
白
〉
。

納
の
う
ち
か
ら
毎
年
五
両
ず
つ
下
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
自
立
城
下
町
の
有
力
生
糸
商
人
は
、
桑
原
町
の
亀
屋
・
白
木
屋
な
ど
で
あ
り
、
裏

中
町
に
と
っ
て
は
伝
馬
役
助
成
と
し
て
の
色
彩
が
強
く
、
改
問
屋
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
落
と
し
て

は
新
た
な
運
上
収
入
の
道
を
選
ぶ
と
同
時
に
積
極
的
に
国
産
奨
励
を
お
こ
な
い
、
裏
中
町
に
対
し
て
は
助
成
金
の
形
を
と
る
の
で
あ
る
。

171 

裏
上
町
は
、
特
に
職
人
、
借
屋
の
割
合
が
高
く
、

一
番
困
窮
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
助
成
は
遅
れ
、
文
政
年
聞
に
入
っ
て

お
こ
な
わ
れ
た
。
困
窮
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



172 

裏
上
町
之
義
以
御
厚
恵
諸
商
売
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
所
表
町
通
与
違
商
売
向
不
繁
昌
之
場
所
ユ
而
、
当
分
日
雇
稼
等
仕
難
渋
之
者
共
に
御
座
候
処
、

近
来
御
通
行
多
ク
御
伝
馬
諸
懸
リ
相
増
、
取
統
御
伝
馬
役
難
相
勤
難
渋
至
極
奉
存
侯
、
表
中
町
表
上
町
之
義
ハ
前
々
よ
り
塩
問
屋
雑
穀
問
屋
等
被
御
付

罷
在
、
裏
中
町
之
儀
者
近
年
願
上
登
セ
糸
口
銭
問
屋
被
仰
付
、
夫
々
其
口
銭
等
を
以
町
内
助
成
ェ
罷
成
御
伝
居
間
役
出
銭
等
も
格
別
相
減
侯
得
共
、
裏
上

町
之
義
ハ
助
成
相
成
侯
義
少
も
無
御
座
、
小
前
難
渋
之
者
迄
多
分
出
銭
仕
年
増
行
詰
リ
難
渋
仕
侯
ュ
付
、
何
れ
之
儀
か
欺
存
付
助
成
に
相
成
可
申
義
奉

願
上
度
、
奉
存
候
へ
共
新
規
之
儀
申
立
差
障
等
も
如
何
ュ
付
差
控
罷
在
候
。

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
は
伝
馬
役
助
成
が
あ
る
も
の
の
裏
上
町
に
あ
っ
て
は
い
ま
だ
そ
う
し
た
助
成
が
な
く
苦
し
ん
で
い

た
。
そ
こ
で
、
角
間
町
和
泉
屋
織
右
衛
門
、
中
屋
久
七
の
二
名
が
運
上
金
毎
年
七
七
貫
五

O
O文
で
勤
め
て
い
た
「
茶
柿
古
手
類
太
物
木

綿
中
綿
並
他
所
よ
り
こ
立
石
柿
麻
布
類
晒
類
」
と
い
っ
た
雑
多
な
問
屋
を
、
文
政
七
年
九

O
貫
文
の
運
上
金
を
出
す
こ
と
で
、
裏
上
町
茶

屋
茂
兵
衛
、
木
屋
武
助
、
布
屋
佐
兵
衛
の
三
名
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
所
荷
主
の
場
合
は
、
口
銭
金
一
両
に
つ
き
銀
一
匁
、
自
分

で
取
捌
う
場
合
は
金
一
両
に
つ
き
銀
五
分
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
口
銭
を
三
人
が
得
る
こ
と
に
対
し
て
町
内
の
者
か
ら

不
平
が
出
て
翌
文
政
八
年
十
一
月
に
町
中
で
引
受
け
た
い
旨
の
願
書
が
出
さ
れ
た
。

茶
柿
木
綿
太
物
麻
類
御
運
上
取
集
札
頭
町
内
木
屋
武
助
、
茶
屋
茂
兵
衛
布
屋
佐
兵
衛
、
去
ル
九
月
被
仰
仕
付
被
下
侯
上
右
運
上
九
拾
貢
上
納
可
仕
御
受

書
差
上
置
候
所
、
前
文
申
上
侯
通
町
内
一
統
殊
之
外
察
意
ュ
付
右
三
人
之
者
江
無
心
申
町
益
ニ
仕
度
相
続
仕
侯
所
、
一
二
人
之
者
も
町
内
之
儀
衆
納
得
仕

俣
ュ
付
奉
願
上
侯
者
此
上
之
御
重
情
を
以
、
右
御
運
上
取
集
之
義
町
中
江
被
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
左
侯
へ
者
惣
代
相
立
出
情
正
路
ニ
取
集
、
右
九

拾
貫
文
上
納
仕
其
余
改
出
シ
等
を
以
少
々
ツ
』
も
町
内
一
統
之
助
成
-
一
仕
処
奉
存
候
。

文
政
八
年
か
ら
九

O
貫
文
の
運
上
金
を
町
内
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
太
物
麻
類
茶
柿
問
屋
は
ご
一
年
と
た
た
な
い
文
政
十
年
三
月

に
は
行
詰
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

世
柄
不
景
気
故
御
城
下
荷
物
前
々
ぷ
ハ
相
減
、
其
上
在
町
商
人
共
右
之
口
間
々
売
買
他
所
送
り
等
手
広
ニ
仕
侯
者
共
五
六
軒
も
相
止
メ
、
口
銭
金
願
之
違

芳
以
集
銭
御
上
納
程
茂
無
御
座
候
得
者
、
被
仰
付
被
下
置
侯
て
間
も
無
御
座
御
受
役
是
迄
二
一
年
之
前
者
償
御
上
納
仕
罷
在
候
得
共
、
右
集
銭
少
茂
相



残
御
伝
馬
助
成
並
集
方
足
役
一
一
も
相
成
不
申
故
、
以
前
之
通
小
前
之
者
共
出
金
仕
少
も
足
し
ニ
相
成
不
申
難
渋
至
極
仕
侯
ニ
付
、

御
上
約
九
拾
貫
之
処
御
慈
悲
ヲ
以
当
年
迄
三
拾
五
貫
文
御
減
少
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
。

何
共
奉
恐
入
侯
得
共

城
下
荷
物
の
減
少
や
、
在
町
商
人
の
中
で
商
売
を
や
め
る
も
の
が
で
て
ロ
銭
が
集
ま
ら
ず
伝
馬
役
助
成
は
勿
論
の
こ
と
集
方
足
役
に
も
な

ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
運
上
金
の
減
少
を
願
い
出
て
い
る
。
そ
の
要
求
は
受
け
い
れ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
天
保
三
年
分
か
ら

は
運
上
金
二
二
貫
五

O
O文
増
し
の
七
七
貫
五

O
O文
と
増
加
し
、
角
間
町
で
勤
め
て
い
た
時
と
同
じ
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
弘
化
四
年
に
は
入
荷
不
足
に
よ
る
口
銭
の
減
少
に
よ
り
運
上
金
二
七
貫
四
八
丈
と
大
幅
に
減
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
翌

弘
化
五
年
に
は
年
々
四
貫
八

O
O文
の
口
銭
を
差
出
し
て
き
た
角
間
町
白
木
屋
作
之
助
が
諸
運
上
御
免
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
分
を
減
ら
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-18世紀までー

じ¥:1表中町|表上町l下桑原村
元禄 7 6 

11 17 3 3 

宝永 3 3 3 1 

享保 6 5 2 

天明 4 4 3 

塩問屋の推移表 1

諏訪教育会所蔵:元禄17年塩井塩肴売買問屋之儀

申渡覚(写)

諏訪教育会編:諏訪の近世史， 1966， P. 356 

享保6年上諏方・中町・上町・桑原町之者共江

申渡覚(長野県史近世史料編3巻所収)

小平英嗣氏所蔵:諸願書留帳より作成

-18世紀までー

十~\表中町 l 表上町 l 桑吋扇部
宝永 3 1 
11 5 1 1 
享保 6 1 1 

明和元 1 1 2 

グ 8 2 2 
グ 8 1 1 2 
4/16 2 

天明 4 4 2 

寛政 3 3 3 

雑穀問屋の推移表2

覚(長野県史近世史料編3巻所収)

上諏方中町・上町・桑原町之者共江申

渡覚 11

諏訪教育会編諏訪の近世史， 1966， 

り作成

P .359よ

天保8年

享保6年

し
て
欲
し
い
旨

を
願
い
出
て
き

き
い
れ
ら
れ
、

一
一
一
一
宮
〔
二
四
八

文
と
な
っ
た
。

嘉
永
二
年
に

は
、
桑
原
町

名
、
角
間
町
・

下
諏
訪
町
各
一

名
の
四
名
が
諸
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表3 天保14年上諏訪宿内と町続地の職業構成

(宿内は伝馬役地
町続地は下桑原村分街道筋をいう

職 種 l宿内|町続地 l職 種 |宿内|田I続地

荒物商 12 5 
議物語

2 6 
I酒 屋 9 1 5 3 

7 3 
研塗 師師

1 1 
6 6 5 l 
6 1 鋳白 掛師 1 

塩塩小 肴倉

5 1 
2 

仕柄指大 立銀物物師自師価工繭
2 3 

6 17 8 4 

穀椛
4 2 2 
4 5 2 13 
4 8 

木竹左 細 挽工
1 

4 1 1 
3 

家表事印 根具判羽 官師師師T 
1 

3 1 2 
3 5 1 3 
3 1 
3 1 

物物 屋商商
3 1 
2 1 2 
2 1 畳 日而 1 2 

屋 2 10 1 
屋 2 2 1 

長道 物袋 語書
2 1 
1 1 1 
1 1 
1 3 

具屋 1 3 5 2 

霊古鋭京 屋

1 52 40 
1 14 
1 3 
1 2 

1 1 
2 1 
4 6 7 
2 l 
2 人普馬車霊 2 
2 2 
1 11 5 
1 医 師姓

4 
1 百 44 41 
1 

(小メ口斗 計計) 
51 53 

105 90 150 183 

小平英嗣氏所蔵 天保14年宿間往還筋ニ而商致候者名前書

" 1/ 下桑原村絵図

小平武彦氏所蔵 M 上諏訪宿絵図 より作成



運
上
御
免
に
な
り
、
四
人
分
八
貫
八

O
O文
を
さ
ら
に
差
し
引
い
て
欲
し
い
と
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
裏
上
町
に
あ
っ
て
は
流
通

の
統
制
ど
こ
ろ
か
、
伝
馬
役
助
成
と
し
て
の
意
味
さ
え
な
さ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

文
化
文
政
頃
か
ら
特
権
商
業
地
と
し
て
の
伝
馬
地
は
衰
退
の
傾
向
を
強
く
し
て
い
き
、
伝
馬
役
負
担
者
に
と
っ
て
は
自
ら
の
経
済
基
盤

が
弱
体
化
す
る
と
同
時
に
伝
馬
役
助
成
と
し
て
許
さ
れ
た
問
屋
は
、
表
町
側
の
塩
・
雑
穀
問
屋
が
あ
る
程
度
の
助
成
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
裏
町
側
は
問
屋
維
持
の
困
難
な
状
態
と
な
り
、
伝
馬
役
助
成
に
な
ら
ず
困
窮
度
合
を
強
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
幕
末
に

至
る
表
中
町
・
表
上
町
に
お
い
て
も
塩
・
雑
穀
の
卸
問
屋
も
、
中
馬
か
ら
の
直
買
い
や
、
中
馬
と
仲
買
い
の
直
接
取
引
が
盛
ん
に
な
る
に

及
ん
で
、

口
銭
の
減
退
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、

「
御
百
姓
地
之
分
家
相
増
弥
以
両
町

「
市
人
茂
不
参
不
繁
昌
ニ
而
衰
微
之
場
所
」
と
な
り
、

之
儀
者
最
寄
悪
敷
場
所
ニ
相
成
難
渋
仕
侯
」
と
困
窮
の
状
況
を
訴
え
て
い
る
。
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三
、
伝
馬
役
地
と
町
続
地
の
職
業
構
成

伝
馬
役
地
と
町
続
地
の
職
業
構
成
に
つ
い
て
、
天
保
十
四
年
の
状
況
を
図
一
表
三
か
ら
検
討
し
た
い
。
上
諏
訪
宿
の
問
屋
は
本
陣
を
兼

ね
、
表
中
町
の
は
ず
れ
侍
屋
敷
に
援
す
る
角
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
附
近
に
帳
付
一
人
、
人
馬
指
二
人
が
住
ん
で
い
る
。
表
中
町
は

族
寵
屋
の
営
業
が
許
さ
れ
、
当
時
十
四
軒
あ
っ
た
。
十
四
軒
の
営
業
開
始
時
期
は
、
宝
暦
年
間
の
三
軒
が
も
っ
と
も
古
く
、
明
和
年
間
三

軒
、
天
明
一
軒
、
寛
政
一
軒
、
文
化
二
軒
、
文
政
二
軒
、
天
保
に
入
っ
て
二
軒
で
古
い
旅
寵
で
一

O
O年
近
く
続
い
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
飯
盛
女
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
他
に
郷
宿
二
軒
、
中
馬
荷
継
宿
一
軒
、
茶
屋
二
軒
と
町
の
半
分
が
宿
泊
、
休
息
関
係
の
営
業
を
し
て
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お
り
、
旅
宿
街
を
形
成
し
て
い
た
。
目
立
っ
た
商
い
は
前
述
し
た
塩
商
が
二
軒
あ
る
程
度
で
あ
る
。

表
上
町
は
、
商
人
宿
の
営
業
特
権
が
許
さ
れ
て
い
る
所
で
も
あ
り
、
古
く
か
ら
の
特
権
商
業
地
と
し
て
商
い
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
塩



fJl 

亡二二E伝馬役1出 E二亘二|旅能毘

l 

金
沢
宿

古11

E二二二J1m人 仁孟二i郷宿.'1'馬荷継街・商人前・木fJHii
E三三|職人その他 E三三コ家中屋敷
fZZZZJ百姓 ムi甲子主和以前から商売している家

-茶屋 ×印 文化以後

図1 天保14年上諏訪宿・町続地の職業構成(表3の史料から作成)
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商
(
一
軒
)

-
塩
肴
商
(
一
一
軒
)

-
酒
屋
(
四
軒
)
油
屋
(
一
一
軒
)

-
肴
商
(
四
軒
)

-
椛
商
(
三
軒
)

-
穀
商
(
一
軒
)
な
ど
の
存
在

に
そ
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

桑
原
町
・
角
間
・
清
水
町
の
伝
馬
地
で
は
、
表
上
町
の
延
長
と
し
て
商
い
の
拡
大
発
展
が
う
か
が
わ
れ
、
塩
商
(
二
軒
)

-
酒
屋
(
五

軒
)
な
ど
が
あ
る
。
特
に
小
倉
荷
(
三
軒
)

-
太
物
商
(
四
軒
)

の
存
在
が
宿
内
で
の
新
た
な
商
業
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
裏
町
側
で
は
裏
中
町
・
木
ノ
下
町
で
百
姓
が
多
く
、
か
つ
職
人
町
を
形
成
し
て
い
た
。
宿
内
戸
数
二
五

O
戸
の
う
ち
、
商
人
は

一
O
五
戸
で
全
体
の
四
二
対
を
占
め
、
職
人
は
五
二
戸
、
二
一
括
を
占
め
、
そ
の
う
ち
一
泉
町
に
三
七
戸
(
七
一
%
)
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

百
姓
四
四
戸
が
混
在
し
て
お
り
、

一
七
・
六
%
を
占
め
て
い
る
。
庖
借
は
四
六
戸
に
す
ぎ
な
く
、
全
体
の
二

O
Mに
満
た
な
い
。
こ
の
よ

う
に
表
通
り
の
旅
宿
街
、
商
人
町
と
一
裏
通
り
の
職
人
町
と
い
っ
た
地
域
分
化
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
業
職
種
に
よ
る
地
域
分
化
ま
で
に

は
至
ら
な
い
が
、
町
屋
の
地
域
形
成
過
程
に
伴
う
特
権
商
業
地
の
差
異
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
小
城
下
町
と
し
て
町
屋
で
の
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農
民
の
混
住
に
農
業
生
産
的
性
格
の
克
服
に
未
熟
性
が
み
ら
れ
品
三
庖
借
率
の
低
さ
に
そ
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
街
道
筋
に
あ
た
る
下
桑
原
村
分
町
続
地
の
発
展
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
享
保
年
聞
に
は
、
伝
馬
地
が
角
間
清
水
に
お
け
る

み
せ
居
の
禁
止
を
願
い
出
る
程
で
あ
り
、
そ
の
後
も
町
屋
の
拡
大
は
続
い
た
。
天
保
十
四
年
の
状
況
を
み
る
と
、
伝
馬
地
と
の
混
在
が
み

ら
れ
る
桑
原
町
と
と
も
に
、
金
沢
宿
よ
り
の
街
道
筋
に
間
口
三
聞
の
町
屋
が
並
び
、
先
端
で
は
田
畑
に
飛
地
的
な
進
出
が
み
ら
れ
る
。
街

道
筋
ら
し
く
町
は
ず
れ
の
部
分
で
は
茶
屋
七
軒
が
み
ら
れ
、
表
中
町
の
旅
寵
屋
仲
間
に
と
っ
て
は
、
自
分
た
ち
の
利
益
が
お
び
や
か
さ
れ

る
も
の
と
し
て
統
制
を
顧
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
街
道
筋
東
側
屋
敷
に
職
人
が
多
く
、
伝
馬
地
の
表
町
と
一
一
美
町
の
対
比
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を
思
わ
せ
る
。
総
戸
数
一
八
三
戸
の
う
ち
商
人
九

O
戸
で
四
九
・
こ
が
と
伝
馬
地
よ
り
高
く
、
職
人
は
四

O
戸
で
一
二
・
九
彪
と
同
じ
程

度
、
百
姓
は
二
二
・
四
%
を
占
め
多
少
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
庖
借
は
二
一
戸
み
ら
れ
、
そ
の
割
合
は
一
一
一
括
程
で
あ
っ
た
。
そ
の
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職
業
構
成
か
ら
み
る
特
色
は
、
小
倉
蕗
一
七
戸
太
物
商
人
戸
・
紺
屋
一

O
戸
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
小
倉
織
生
産
の
発
展
に
伴
う
商
い
が

多
い
。
職
人
で
は
大
工
の
一
三
戸
が
目
立
つ
。
商
い
始
め
の
時
期
が
わ
か
る
一
一
一
一
一
戸
の
内
元
職
一

O
年
か
ら
酒
造
を
お
こ
な
っ
て
い
る

の
が
一
番
古
く
、
文
化
文
政
以
後
の
商
い
が
八
三
戸
と
圧
倒
的
で
七
四
拓
を
占
め
る
。
伝
馬
地
に
近
い
所
で
比
較
的
古
く
か
ら
商
売
が
続

い
て
お
り
、
町
屋
の
形
成
過
程
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
小
倉
商
の
始
め
は
文
化
一

O
年
の
一
軒
が
最
初
で
文
化
年
間
二
軒
、
文
政

年
間
六
軒
、
天
保
年
間
九
軒
と
増
加
し
、
織
物
関
係
の
商
業
地
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
角
間
町
に
あ
る
宿
内
の
表
通
り
と
裏
通
り
の
分

岐
点
あ
た
り
は
、
伝
馬
地
の
古
く
か
ら
の
商
売
と
あ
わ
せ
て
小
倉
商
が
集
ま
り
新
た
な
商
業
中
心
地
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
に
ぎ

わ
い
は
、
諏
訪
藩
に
お
け
る
新
し
い
産
業
、
綿
業
の
中
心
地
と
し
て
、
特
権
商
業
地
と
し
て
の
伝
馬
地
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
馬

な
ど
に
よ
っ
て
運
び
込
ま
れ
る
物
質
も
こ
の
地
で
の
取
引
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。

三
万
石
の
小
城
下
町
で
あ
る
上
諏
訪
宿
は
、
街
村
状
町
屋
を
形
成
し
、
町
屋
の
拡
大
に
伴
っ
て
繁
栄
が
町
並
の
中
心
部
へ
移
動
を
示
し

て
い
く
。
城
下
町
プ
ラ
ン
が
地
形
的
制
約
か
ら
侍
屋
敷
、
町
屋
敷
を
街
道
に
沿
う
形
と
し
て
お
り
、
町
屋
の
拡
大
が
一
方
向
に
し
か
仲
び

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
宿
駅
問
屋
の
位
置
が
町
は
ず
れ
と
な
り
、
位
置
か
ら
く
る
中
心
性
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
特
権
的
商
業

街
区
と
し
て
は
表
上
町
が
中
心
と
な
り
、
新
興
商
業
街
区
と
し
て
角
間
・
清
水
町
が
中
心
と
な
り
機
能
的
地
域
分
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
慶
応
二
年
に
は
表
中
町
問
屋
小
平
清
右
衛
門
宅
に
糸
会
所
が
聞
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
明
治
に
入
っ
て
塩
会
所
の
設
置
場
所
を
め

ぐ
っ
て
、
表
中
町
と
清
水
町
の
両
案
が
出
さ
れ
た
点
に
、
幕
末
維
新
段
階
に
お
け
る
伝
馬
地
と
町
続
地
と
の
勢
力
関
係
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま

と

め



上
諏
訪
宿
の
伝
馬
役
負
担
は
、
当
初
曲
ノ
手
内
の
中
町
・
上
町
で
勤
め
、
城
下
町
の
特
権
商
人
の
居
住
地
域
で
あ
っ
た
。
寛
文
六
年
桑

原
町
に
伝
馬
役
地
が
伸
び
て
も
、
新
伝
馬
地
で
あ
る
ゆ
え
に
塩
問
屋
の
設
置
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
城
下
町
商
業
の
発
展
は
、
街
道
筋

に
沿
っ
て
町
屋
の
増
加
を
み
、
一
字
保
六
年
に
は
、
角
間
・
清
水
町
で
の
み
せ
庖
の
禁
止
を
伝
馬
役
地
か
ら
願
い
出
さ
れ
、
町
続
地
で
の
商

売
の
制
限
を
お
こ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
元
禄
享
保
期
に
お
い
て
は
、
伝
馬
役
地
の
特
権
商
人
に
と
っ
て
は
、
新
伝
馬
地
、
町
続

地
と
の
対
抗
関
係
が
問
題
と
さ
れ
た
。
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
広
範
に
展
開
す
る
在
方
商
業
の
禁
止
の
触
が
多
く
、
塩
雑
穀
の
み
な

ら
ず
、
肴
・
綿
太
物
・
在
宿
・
干
肴
な
ど
城
下
町
商
業
の
保
護
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
時
期
に
は
伝
馬
役
負
担
者
の
階
層
分
化
が
進
行
し
、
多
く
の
下
層
民
を
生
み
だ
し
役
負
担
の
増
加
と
と
も
に
困
窮
者
が
多
く
な

り
、
地
域
的
に
も
表
町
と
裏
町
の
地
域
差
を
生
み
だ
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
一
部
上
層
商
人
の
保
護
政
策
の
み
な
ら
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ず
、
問
屋
口
銭
を
伝
馬
役
負
担
者
の
助
成
と
し
て
、
そ
の
町
の
町
内
助
成
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

表
中
町
で
は
塩
雑
穀
問
屋
口
銭
の
う
ち
文
政
九
年
に
は
一

O
貰
文
が
宿
助
成
、
五
一
貫
文
が
町
内
助
成
と
な
り
、
表
上
町
で
は
同
じ
く

塩
雑
穀
問
屋
口
銭
の
う
ち
文
政
九
年
に
は
一

O
貫
文
が
宿
助
成
、
四
七
貫
文
が
町
内
助
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
助
成
が
伝
馬
役
負

担
者
に
と
っ
て
ど
れ
く
ら
い
の
助
成
に
な
っ
た
か
を
知
る
も
の
と
し
て
、
表
上
町
天
保
十
一
年
の
場
合
を
み
る
と
‘
塩
雑
穀
口
銭
二
三
両

二
分
六

O
七
文
で
町
内
軒
割
負
担
金
の
五

O
%を
助
成
し
て
い
る
。
高
割
分
が
あ
る
と
は
い
え
大
き
な
助
成
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
天
保
一

O
年
に
は
桑
原
町
が
番
目
割
で
塩
雑
穀
問
屋
を
勤
め
る
よ
う
に
な
り
、
中
馬
の
直
売
や
直
買
い
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て

口
銭
の
減
退
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。
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裏
中
町
で
は
、
文
化
元
年
に
登
セ
糸
改
問
屋
口
銭
が
助
成
に
あ
て
ら
れ
た
が
文
政
五
年
に
は
在
方
糸
商
人
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
、
毎
年

五
両
ず
つ
の
助
成
金
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
裏
上
町
は
、
特
に
職
人
・
日
雇
が
多
く
一
番
困
窮
し
て
い
た
所
で
あ
る
が
、
文
政
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七
年
茶
柿
古
手
類
太
物
木
綿
中
綿
他
所
よ
り
こ
立
石
柿
麻
布
類
晒
類
の
問
屋
口
銭
を
助
成
に
あ
て
た
が
、

口
銭
が
集
ま
ら
ず
運
上
金
の
減

少
を
願
い
出
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
百
姓
・
職
人
の
多
い
裏
町
側
の
困
窮
は
著
し
く
、
表
町
側
に
と
っ
て
も
一
部
特
権
商
業
を
営
む
上
層
商
人
を
除
い
て
は
、

高
い
役
負
担
に
よ
っ
て
困
窮
の
度
合
を
強
め
て
い
っ
た
。

文
化
文
政
以
後
急
激
に
発
展
す
る
町
続
地
は
、
小
倉
織
を
中
心
と
す
る
諏
訪
綿
業
の
一
大
中
心
地
と
な
り
、
周
辺
農
村
は
も
ち
ろ
ん
家

中
婦
女
子
や
伝
馬
地
で
の
機
織
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
中
馬
で
運
び
こ
ま
れ
る
塩
雑
穀
も
直
売
や
直
買
い
が
盛
ん
に
な
り
、
仲
買
と

た。の
聞
の
直
接
取
引
に
よ
っ
て
伝
馬
地
の
卸
問
屋
も
衰
退
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、
上
層
商
人
を
含
め
た
伝
馬
地
の
衰
退
が
一
般
化
し
て
い
っ
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